
⽶州地域における最新の知財状況・特有の制度等の明確化
楽しんで学ぶ場、フラットな⼈のネットワークを構築する場の提供
会員企業に対し、有益な知財情報・知財実務指針・知財戦略の発信

⽶国及びその周辺国の知財
★ 研 究 活 動

★ 提言・提案活動

★情 報 発 信 活 動

各社メンバー５３名による、米国等の知財の研究（詳細別記）

米国制度改正に対し、パブコメ等で日本企業の意見を発信

大橋委員長（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）の下、実務に役立つ情報を会員に発信

★ 外国特許ﾆｭｰｽ執筆：米国主要判決分析／「知財管理誌」
★ 論説執筆：研究成果を「知財管理誌」に投稿／掲載
★ 知財協資料発行：選定テーマに関して会員向けに発行

AIA（⽶国特許法改正）
パブコメ・外部対応

「⽶国特許を
うまく取得する⽅法」改訂

権利化系
留意点明確化

ブラジル研究
（調査団派遣）

権利活⽤上の
留意点

訴訟戦略
判例研究

企業知財戦略研究

WG1
8名

WG4
10名

WG5
8名

WG3
8名

WG2
9名

WG6
9名



●伊東（ｵﾘﾝﾊﾟｽ） 勝部（住友大阪ｾﾒﾝﾄ） 青山（ﾃﾞﾝｿｰ）

岡村（大日本ｽｸﾘｰﾝ製造） 内川（ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ） 前田（三菱重工業）

薩川（ﾙﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ） ▼君塚副委員長（ｱｽﾃﾗｽ製薬）

共同発明における
成果物の取り扱いの留意点

具体的事例を一般化した事例を想定
⇒留意点と契約サンプルを提供する
・ ベンチャー事例／大学事例
・ 上流（部品）－下流（完成品）事例
・ 相手方の子会社倒産の事例
・ 協力義務を課せられる事例
・ 圧倒的優位な立場の米国法人事例

WG3 ★ ★ ★

米国の共同研究先に対する有利な権利帰属
留意点を踏まえた契約書サンプル提供

【知財管理誌に論文掲載予定2014春～夏】

●山本（三井化学） 川島（旭化成） 立花（日立国際電気）

萩原（三菱電機） 石原（東芝） 児玉（第一三共）

外越（ｵﾑﾛﾝﾍﾙｽｹｱ） ▼原田副委員長（ｷﾘﾝ）

ブラジル知財の
運用実態調査

10月に現地訪問 訪問先：
ブラジル特許庁（INPI）、ブラジル衛生監督
局（ANVISA）、現地代理人×4か所、リオ
連邦裁判所、リオ税関、JETROサンパウロ
日本商工会議所、ペトロブラス（現地企業）
⇒日本国内では入手困難な様々な情報を
入手し、解析

WG5 ★ ★ ★

●細井（NTTﾄﾞｺﾓ） 金澤（JEFﾃｸﾉﾘｻｰﾁ） 金澤（ｸﾗﾚ） 劔持（ｿﾆｰ）

岡本（富士重工業） 青木（富士ｾﾞﾛｯｸｽ） 神川（大日本住友製薬）

大久保（日立金属） 宗（三菱化学） ▼橋本副委員長（日本電気）

企業知財戦略と
NPEとの関わり合いに関する調査研究

NPE対策、特許の売却についてのアンケー
ト解析 ⇒アンケートへのご協力、

ありがとうございました
多様化するNPEの活動の紹介
攻撃的NPEが侵害主張した特許ポートフォ
リオの分析

★ ★ ★ WG4

防衛的サービスを提供する等、NPEが多様化
する中、企業がNPEを活用する可能性を探る
【知財管理誌に論文掲載予定2014春～夏】

●堤（日産自動車） 伊藤（ﾌﾞﾗｻﾞｰ工業） 増田（ﾃﾞﾝｿｰｳｪｰﾌﾞ）

磯貝（ﾎﾝﾀﾞ技研） 白水（富士ﾌｲﾙﾑ） 十河（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

菅野（ｶｼｵ計算機） 小川（NTT） ▼半田委員長代理（武田薬品）

●寺井（日立製作所） 伊藤（花王） 井上（ｷﾔﾉﾝ）

神谷（日本ｶﾞｲｼ） 吉川（TDK） 原尻（富士通） 弓場（島津製作所）

久田（ﾄﾖﾀﾃｸﾆｶﾙﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ） ▼落合副委員長（塩野義製薬）

「米国特許を
うまく取得する方法」（改訂）

法改正（AIA・PLT）や重要判決を踏まえて
・ AIA修正法（先願主義・IPR・PGRなど）
・ PLT対応改正
・ 早期審査・PPH・優先審査
・ 重要判決（Therasenseなど）アップデート
・ パイロットプログラム など

読みやすさ向上（索引の改善等）

★ ★ ★ WG6

2009年発行の前版から大幅アップデート
AIA等の法改正にも対応
【協会発行資料のアップデート2014春～夏】

●山田（ﾔﾏﾊ） 桂（石原産業） 丹下（富士通ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ）

中島（神戸製鋼所） 福本（愛三工業） 藤本（ｶﾈｶ）

百田（東ﾚ） ▼井上副委員長（川崎重工業）

AIAのその後
～IPRの包袋解析～

IPRが実際にどのように運用されているのか
① PTABの条文、ルールの解釈
② PTABの開始判定基準
Petition作成の留意点と訴訟対抗ツール
としての活用法
「IPRを10倍楽しく申請する方法」

WG1 ★ ★ ★

高い関心に対して高コスト・実績不足
申請が躊躇されている現状を打開する

【知財管理誌に論文掲載予定 2014春～夏】

eBay判決後の
差止め判断に関する調査研究

差止め請求の最近の傾向
4要素判断の分析と適切な対応について
①回復不能な損害 ②金銭賠償不十分性
③困窮度バランス ④公共利益への影響
標準必須特許による差止め請求の分析
ITCの排除命令と4要素の関係性について
の分析

★ ★ ★ WG2

製品の差止めは経営への影響が大きい
特許による差止めに対する適切な対応とは？
【知財管理誌に論文掲載予定2014春～夏】

●ＷＧリーダー ／ ▼ＷＧオブザーバー

ブラジル調査団を派遣し、現地の活きた知財
情報を入手・提供
【協会発行資料のアップデート2014春～夏】
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